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中
央
会
理
事
会
で　

議
案
を
承
認　
２

10

平
成
十
三
年
度 
県
中
小
企
業
資
金
融
資
制
度
一
覧　

４
・
５

春
の
美
濃
焼
ま
つ
り
、青
年
中
央
会
通
常
総
会　

３　

海
外
レ
ポ
ー
ト（
ユ
タ
州
）　

６　

三
月
の
景
況
調
査　

７　

事
務
局
だ
よ
り　

８　

組
合
デ
ー
タ
修
正
票　

９

　
「
二
〇
〇
一
年
版
中
小
企
業

白
書
」が
発
表
さ
れ
た
。

　

白
書
の
特
色
は
、
①
現
下
の

中
小
企
業
の
悩
み
を
分
析
し
具

体
的
解
決
事
例
を
提
示
②
中

小
企
業
の
経
営
課
題
の
観
点
か

ら
○ア
 

Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）
導
入
○イ
 

高
齢
者
生
活
支
援
や
環

境
な
ど
新
分
野
へ
の
挑
戦
○ウ
 

大
学
に
お
け
る
技
術
シ
ー
ズ
の

活
用
○エ
 

最
近
充
実
を
見
て
い
る
支
援
体
制
に
つ
い
て
分
析
し
、

特
に
Ｉ
Ｔ（
情
報
技
術
）に
つ
い
て
は
、導
入
の
ス
テ
ー
ジ
ご
と

に
対
応
方
法
を
分
析
し
て
い
る

他
、
失
敗
事
例
に
つ
い
て
も
記
述

し
て
い
る
。

　

特
に
、事
業
の
成
功
・
失
敗
の

事
例
が
盛
り
込
ま
れ
、
中
小
企

業
経
営
者
や
新
規
に
事
業
を
立

ち
上
げ
る
事
業
経
営
の
参
考
に

な
る
も
の
で
、
現
在
の
デ
フ
レ
経
済
下
で
厳
し
い
経
営
環
境

に
あ
る
中
小
企
業
に
と
っ
て
、
苦
境
を
打
開
す
る
上
で
大
い

に
参
考
に
な
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

中
小
企
業
の
景
況
は
、デ
フ
レ
経
済
の
影
響
を
受
け
弱
含

み
で
推
移
し
て
い
る
。一
時
的
に
は
、
Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）
関

連
の
ソ
フ
ト
産
業
や
製
造
業
が
回
復
し
て
き
て
い
る
も
の
の
、

他
の
業
種
は
低
調
で
推
移
し
た
。昨
年
一
年
間
の
中
小
企
業

（
資
本
金
一
億
円
未
満
）の
倒
産
件
数
は
約
一
万
八
千
五
百

件
と
前
年
比
二
十
二
％
も
増
加
す
る
な
ど
、厳
し
い
経
営
環

境
で
あ
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。

　

三
十
年
以
上
続
い
た
老
舗
企
業
の
倒
産
も
増
加
傾
向
に

あ
り
、
特
に
最
近
は
、
デ
フ
レ
の
影
響
も
あ
っ
て
中
小
企
業
に

と
っ
て
は
一
段
と
厳
し
さ
が
増
し
て
い
る
。

　

そ
の
経
営
実
態
は
、
有
利
子
負
債
が
増
加
し
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。大
企
業
で
は
、グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
に
対
応
す
る
た
め
、

系
列
政
策
の
見
直
し
を
進
め
て
お
り
下
請
体
質
の
中
小
企

業
は
と
り
わ
け
厳
し
い
。
さ
ら
に
、
公
共
事
業
に
依
存
し
増

加
し
た
建
設
業
も
淘
汰
の
時
期
を
迎
え
て
い
る
。

　

全
体
と
し
て
競
争
が
強

ま
り
、
挑
戦
的
な
企
業
に

は
チ
ャ
ン
ス
が
到
来
し
た

と
言
え
る
。

　

企
業
の
開
業
率
は
低
く
、

廃
業
率
を
下
回
っ
て
い
る
。

Ｉ
Ｔ
産
業
や
サ
ー
ビ
ス
業

で
は
、小
回
り
の
利
く
中
小
企
業
に
十
分
な
勝
機
が
あ
る
。

　

既
存
の
中
小
企
業
で
も
、
固
有
の
技
術
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ

と
こ
ろ
は
、
革
新
的
経
営
を
行
っ
て
い
る
成
功
事
例
を
白
書

は
紹
介
し
て
い
る
。

　

中
小
企
業
政
策
は
、「
弱
者
保
護
か
ら
意
欲
の
あ
る
企
業

や
開
業
を
支
援
す
る
方
向
に
転
換
」し
た
。

　

日
本
の
経
済
を
支
え
る
中
小
企
業
（
九
十
九
・
七
％
）
が

厳
し
い
経
営
環
境
を
乗
り
切
れ
る
か
試
練
の
時
で
あ
る
。

挑
戦
的
企
業
にチ

ャ
ン
ス

〜
二
○
○
一
年
版
中
小
企
業
白
書
〜



　

理
事
会
で
は
、『
第　

回
通
常
総

46

会
』の
提
出
議
案
を
審
議
し
、辻
会

長
が
議
長
、森
本
専
務
理
事
が
議
案

を
説
明
し
、六
議
案
が
総
会
提
出
議

案
と
な
っ
た
。ま
た
、通
常
総
会
は
五

月
二
十
九
日
午
後
一
時
三
十
分
か

ら
、『
大
垣
市
情
報
工
房
・
ス
イ
ン
ク

ホ
ー
ル
』で
開
催
す
る
こ
と
に
決
定
し

た
。

　

総
会
の
提
出
議
案
は
次
の
と
お
り
。

　

第
一
号
議
案
＝
平
成
十
二
年
事

業
報
告
、収
支
決
算
書
、財
産
目
録
、

貸
借
対
照
表
、損
益
計
算
書
及
び
剰

余
金
処
分
の
各
案
、第
二
号
議
案
＝

平
成
十
三
年
度
事
業
計
画
、収
支
予

算
の
各
案
、第
三
号
議
案
＝
平
成
十

三
年
度
会
費
賦
課
基
準
及
び
そ
の

納
入
方
法
の
各
案
、第
四
号
議
案
＝

平
成
十
三
年
度
取
引
金
融
機
関
及

び
借
入
金
残
高
の
最
高
限
度
額
の
各

案
、第
五
号
議
案
＝
平
成
十
三
年
度

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	



役
員
報
酬
の
額
案
、第
六
号
議
案
＝

後
任
役
員
選
任

　

な
お
、新
相
談
役
及
び
参
与
、新

規
加
入
組
合
等
は
次
の
と
お
り
。

　

▽
相
談
役
＝
長
屋　

栄
氏（
岐
阜

県
農
林
商
工
部
商
工
局
長
・
前
任
者

は
新
家
武
彦
氏
）

　

▽
参　

与
＝
吉
田　

明
史
氏（
商

工
中
金
岐
阜
支
店
長
・
前
任
者
は
大

崎
宏
氏
）、原　

敏
氏（
岐
阜
県
信
用

保
証
協
会
理
事
長
・
前
任
者
は
纐
纈

正
彦
氏
）

【
新
規
加
入
組
合
等
】

　

▽
岐
阜
中
部
樹
脂
工
業
協
同
組

合（
鈴
木
敏
伸
理
事
長
）▽
街
づ
く

り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
同
組
合（
小
池

淑
夫
理
事
長
）▽
伸
光
製
菓
株
式
会

社（
藤
吉
善
弘
代
表
取
締
役
）▽
株

式
会
社
オ
リ
陶
業（
松
原
正
和
代
表

取
締
役
）▽
協
同
組
合
岐
阜
モ
ー
ド

グ
ロ
ー
バ
リ
ー（
太
田
丈
一
理
事
長
）

▽
ギ
フ
フ
レ
ン
ズ
フ
ー
ド
協
同
組
合

（
大
石
正
敏
理
事
長
）▽
岐
阜
鉄
工

技
術
開
発
協
同
組
合（
金
村
正
三
理

事
長
）▽
ジ
ー
エ
フ
建
築
土
木
協
同

組
合（
増
田
清
巳
理
事
長
）▽
ド

リ
ー
ム
ソ
ー
イ
ン
グ
協
同
組
合（
下

條
盛
行
理
事
長
）▽
協
同
組
合
ゼ
イ

ケ
イ
岐
阜（
川
地
忠
夫
理
事
長
）▽

岐
阜
県
ス
ポ
ー
ツ
施
設
運
営
協
同
組

合（
山
村
け
い
理
事
長
）

　

中
央
会
は
四
月
二
十
四
日
、県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
で
理
事
会
を
開
催
し
た
。理
事
会
の
議
題
は
①
新
規
加
入

組
合
の
承
認
②
平
成
十
二
年
事
業
報
告
、収
支
決
算
書
な
ど
の
各
案
③
平
成
十
三
年
度
事
業
計
画
、収
支
予
算

の
各
案
④
会
費
賦
課
基
準
案
⑤
会
費
納
入
方
法
案
⑥
取
引
金
融
機
関
及
び
借
入
金
残
高
の
最
高
限
度
額
の
各

案
⑦
役
員
報
酬
の
額
案
⑧
相
談
役
及
び
参
与
辞
任
に
伴
う
後
任
者
の
委
嘱
⑨
役
員
辞
任
に
伴
う
後
任
者
の
取

扱
い
⑩
第　

回
通
常
総
会
の
日
時
等
の
決
定

－

の
十
議
案
を
審
議
し
、各
議
案
と
も
承
認
さ
れ
た
。
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　中 央 会 ・ 理 事 会 を 開 催　

総会提出の６議案を決定
１０議案を審議・承認

　

理
事
会
の
開
催
に
先
立
ち
辻
会

長
は「
平
成
十
二
年
度
の
中
央
会
の

各
種
事
業
も
、無
事
終
了
す
る
こ
と

が
で
き
、中
小
企
業
発
展
の
一
助
に

な
っ
た
と
思
う
。十
三
年
度
も
、県
下

中
小
企
業
が
勝
ち
組
と
な
れ
る
よ

う
な
事
業
を
展
開
し
て
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

�
�
�
�
�

新規加入組合
の承認など



　

東
濃
地
域
の
美
濃
焼
産
地
で
、陶

祖
祭
や
春
ま
つ
り
な
ど
に
因
み
、各

協
同
組
合
な
ど
が
中
心
と
な
っ
た
、

実
行
委
員
会
組
織
で
各
種
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
た
。

　

四
月
七
日
か
ら
二
日
間
、多
治
見

陶
磁
器
卸
商
業
協
同
組
合
等
で
つ
く

る
実
行
委
員
会
が
、『
第　

回
た
じ

48

み
陶
器
ま
つ
り
』を
多
治
見
市
本
町

の
オ
リ
ベ
ス
ト
リ
ー
ト
一
帯
に
テ
ン

ト
を
並
べ
、陶
磁
器
の
大
廉
売
市
な

ど
を
開
催
。ま
た
、市
之
倉
陶
磁
器

工
業
協
同
組
合
等
で
つ
く
る
実
行
委

員
会
は『
陶
の
里
蔵
出
し
市
』で
、多
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大
廉
売
市
で
賑
わ
う
美
濃
焼
産
地

一
帯
で
開
催
。地
元
メ
ー
カ
ー
、商
社

な
ど
が
テ
ン
ト
を
並
べ
、廉
売
市
や

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
。

　

最
後
に
、五
月
三
日
か
ら
三
日
間
、

協
同
組
合
土
岐
美
濃
焼
卸
セ
ン

タ
ー
が
主
催
す
る『
第　

回
土
岐
美

25

濃
焼
ま
つ
り
』を
土
岐
美
濃
焼
卸
団

��

�
�
�
�
�
�
�
�
�

��

治
見
市
市
之
倉
地
区
の
窯
元
が
陶

磁
器
な
ど
の
廉
売
市
を
開
催
し
た
。

　

八
日
に
は
、多
治
見
市
の
高
田
陶

磁
器
工
業
協
同
組
合
が
主
催
す
る

『
美
濃
焼
民
芸
陶
器
里
ま
つ
り
』で
、

地
域
住
民
と
一
体
と
な
り
共
栄
公

園
で
バ
ザ
ー
や
陶
器
市
を
開
催
し
た
。

　

四
月
二
十
一
日
か
ら
二
日
間
は
、

土
岐
市
陶
磁
器
卸
商
業
協
同
組
合
、

土
岐
津
・
土
岐
津
西
部
・
泉
・
肥
田
・

下
石
・
駄
知
の
陶
磁
器
工
業
協
同
組

合
青
年
部
等
で
構
成
し
た
実
行
委

員
会
が
、『
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
陶
器
ま
つ
り
』

を
土
岐
市
駅
か
ら
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	



十
三
年
度
事
業
計
画
等
を
決
定

地
で
開
催
。ま
つ
り
で
は
産
地
商

社
・
窯
元
な
ど
約
百
社
が
団
地
内
の

道
路
に
テ
ン
ト
を
並
べ
美
濃
焼
大

廉
売
市
、団
地
内
の
商
社
の
蔵
出
し

市
な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、

春
の
美
濃
焼
ま
つ
り
の
フ
ィ
ナ
ー

レ
を
飾
っ
た
。

清
香
苑
日
本
ラ
イ
ン
会
館
に
て
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
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岐
阜
県
中
小
企
業
青
年
中
央
会

（
加
藤
潤
会
長
）
は
四
月
二
十
四
日
、

ホ
テ
ル
パ
ー
ク
で
『
第　

回
通
常
総

27

会
』
を
開
催
し
た
。

　

総
会
は
、
①
平
成
十
二
年
度
事
業

報
告
書
及
び
収
支
決
算
書
案
の
承
認

②
平
成
十
三
年
度
事
業
計
画
及
び
収

支
予
算
案
の
決
定
③
平
成
十
三
年
度

会
費
の
額
及
び
そ
の
徴
収
方
法
案
の

決
定
④
平
成
十
三
年
度
取
引
金
融
機

関
案
の
決
定－

の
四
議
案
を
審
議
し
、

各
議
案
と
も
原
案
ど
お
り
承
認
・
決

定
し
た
。
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元
中
央
会
長
の
下
村
和
之
氏
が

五
月
九
日
午
後
七
時
二
十
六
分
、
ご

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
八
十
九
歳
。

　

下
村
氏
は
、
第
五
代
会
長
と
し
て
、

昭
和
五
十
七
年
か
ら
平
成
四
年
ま

で
務
め
ら
れ
、
県
下
中
小
企
業
の
振

興
・
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

葬
儀
は
、
五
月
十
二
日
に
、
喪
主

下
村
尚
之
氏
、
葬
儀
委
員
長
は
岐
阜

県
金
属
工
業
団
地
協
同
組
合
の
高

橋
敏
博
理
事
長
に
よ
り
、
可
児
市
の

お
く
や
み　

下
村
和
之　

元
中
央
会
長
が
逝
去
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�
�
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��
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又は最寄りの地域農林商工事務所産業労働課まで。

資金融資制度一覧

備　　考保　証　人
担　　　保

信　 用　 保　 証
（県信用保証協会）

融資期間限度
（据　置）

融　資　利　率
（保 証 付）

融　資　限　度　額
（単位：万円）

金融機関
所定方法

必要により
年 0.7％

運転　5年
設備　7年
（設備 6月）

年 1.9％
（年 1.7％）

個人・会社　　5,000
（うち運転　　4,000）
　　　組合　　6,000

融資限度額は債権の範囲金融機関
所定方法

すべて必要
年 0.67％　　　　
　　　　～ 0.7％

運転　5年（年 1.6％）個人・会社　　4,000
　　　組合　　6,000

納税要件を満たしていな
い者は保証人が必要

無担保
無保証人
（原則）

すべて必要
年 0.65％

運転　5年
設備　7年
（設備 6月）

（年 1.7％）個人・会社・組合
　　　　　　　1,000

金融機関
所定方法

必要により
年 0.7％運転　5月年 1.5％

（年 1.3％）
個人・会社　　   500
　　　組合　　3,000

設備融資期間
特例 10年
（据置 12 月）

金融機関
所定方法

必要により
年 0.7％

運転　5年
設備　7年

（運転・設備 12月）

年 1.8％
（年 1.6％）

個人・会社・組合
 10,000
（うち運転　　3,000）

設備融資期間
特例 10年
（据置 12 月）

金融機関
所定方法

必要により
年 0.7％

運転　5年
設備　7年

（運転・設備 12月）

年 1.7％
（年 1.5％）

個人・会社・組合
 10,000
（うち運転　　4,000）

設備融資期間
特例 10年
（据置 12 月）

金融機関
所定方法

必要により
年 0.7％

運転　5年
設備　7年

（運転・設備 12月）

年 1.7％
（年 1.5％）

個人・会社・組合
 20,000
（うち運転　　3,000）

設備融資期間
特例 10年
（据置 12 月）

金融機関
所定方法

必要により
年 0.7％

運転　5年
設備　7年

（運転・設備 12月）

年 1.7％
（年 1.5％）

個人・会社・組合
 6,000
（うち運転　　3,000）

設備融資期間
特例 10年
（据置 12 月）

金融機関
所定方法

必要により
年 0.7％

運転　5年
設備　7年

（運転・設備 12月）

年 1.6％
（年 1.4％）

個人・会社・組合
 6,000
（うち運転　　4,000）

設備融資期間
特例 10年
（据置 12 月）

金融機関
所定方法

必要により
年 0.7％

運転　5年
設備　7年

（運転・設備 12月）

年 1.7％
（年 1.5％）

個人・会社・組合
 6,000
（うち運転　　3,000）

設備融資期間
特例 10年
（据置 12 月）

金融機関
所定方法

必要により
年 0.7％

運転　5年
設備　7年

（運転・設備 12月）年 1.7％
（年 1.5％）

個人・会社・組合
 6,000
（うち運転　　4,000）

設備　7年
（設備 12 月）

個人・会社・組合
 6,000

別に定める要件を満たす
場合自己資金の範囲（1千
万円限度）で、無担保金融機関

所定方法
必要により
年 0.7％

運転　5年
設備　7年

（運転・設備 12月）年 1.8％
（年 1.6％）

個人・会社 2,000
（うち運転　　1,000）

研究開発型企業の場合は
創造活動促進法に係わる
知事の認定書が必要

運転　5年
設備　10 年

（運転 12 月・設備 36 月）

＊研究開発型
個人・会社 5,000
（うち運転　　3,000）

金融機関
所定方法

必要により
年 0.7％

運転　5年
設備　10 年

（運転 12 月・設備 36 月）

年 1.6％
（年 1.4％）個人・会社 1,000

設備融資期間
特例 10年
（据置 12 月）

金融機関
所定方法

必要により
年 0.7％

運転　5年
設備　7年

（運転・設備 12月）

年 1.6％
（年 1.4％）

個人・会社・組合
 10,000
（うち運転　　4,000）

設備融資期間
特例 10年
（据置 12 月）

金融機関
所定方法

必要により
年 0.7％

運転　5年
設備　7年

（運転・設備 12月）

年 1.6％
（年 1.4％）

個人・会社・組合
 20,000
（うち運転　　4,000）

金融機関
所定方法

必要により
年 0.65％　　　　
　　　～ 0.7％

運転　5年
設備　7年

（運転・設備 12月）

年 1.6％
（年 1.4％）

個人・会社 4,000
　　　組合　　6,000

金融機関
所定方法

必要により
年 0.65％　　　　
　　　～ 0.7％

運転　5年
設備　7年

（運転・設備 12月）

年 1.6％
（年 1.4％）

個人・会社 4,000
　　　組合　　6,000

商工会連合会の推薦書が
必要

金融機関
所定方法

すべて必要
年 0.65％　　　　
　　　～ 0.7％

運転　5年
設備　8年

（運転・設備 6月）（年 4.3％）
利子補給
年 4.0％

個人・会社 1,500
（うち運転　　1,000）
　　　組合　　2,000

運転　5年個人・会社 500

金融機関
所定方法

必要により
年 0.7％

運転　5年
設備　7年

（運転・設備 12月）

年 1.8％
（年 1.6％）個人・会社 3,000

中小企業団体中央会の推
薦書が必要

金融機関
所定方法

必要により
年 0.7％

運転　5年
設備　7年

（運転・設備 12月）

年 2.0％
（年 1.8％）　　　組合　　6,000

設備融資期間
特例 10年
（据置 12 月）

金融機関
所定方法

必要により
年 0.7％

運転　5年
設備　7年

（運転・設備 12月）

年 1.6％
（年 1.4％）

個人・会社・組合
 10,000
（うち運転　　4,000）
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※この融資制度に関するお問い合わせ等は農林商工部商工局経営支援課

平成 13 年度　岐阜県中小企業

融資対象者及び資金使途資　金　名
１　中小企業経営安定資金

中小企業者や組合の経営安定に必要な長期事業資金 （1）経営安定資金

倒産関連中小企業者及び組合の経営安定に必要な事業資金
（倒産企業に対し、50万円以上の債権を有している等） （2）関連倒産防止資金

従業員が 20人（商業・サービス業は 5人）以下の小規模企業者、協業組合、企業
組合及び事業協同小組合等の経営安定に必要な事業資金
所得税（法人税）、事業税又は所得割のある県民税若しくは市町村民税のいずれか
を最近 1年間完納していること

 （3）小規模企業特別小口資金

中小企業者や組合の夏季・年末時期の経営安定に必要な短期事業資金 （4）中小企業季節資金（夏季・年末）

２　経済環境適応資金

中小企業者や組合の経営の合理化・効率化を図るために必要な事業資金（運転資金
は設備リース料及びテナント料に限る） （5）経営合理化対策資金

経
営
合
理
化
・
活
性
化
対
策
資
金

地場産業（食料品、繊維、木工・家具、紙、陶磁器、金属、刃物、プラスチック）
を積極的に活性化するため、新商品及びデザインの研究開発、販路拡大、後継者育
成に取り組む中小企業者及び組合の事業資金（製造業及び製造卸売業に限る）

 （6）地場産業活性化資金

産業観光拠点及び観光施設の整備、むらおこし産品の開発等を行う中小企業者及び
組合に必要な事業資金 （7）産業観光支援資金

労働環境の改善、高齢者・障害者等の雇用促進を図るための施設整備を行う中小企
業者及び組合の事業資金（運転資金は設備リース料及び家賃に限る） （8）雇用環境整備支援資金

情報技術革新の急速な進展に対応する中小企業者及び組合に必要な事業資金 （9）IT 関連投資促進資金

地球環境改善を積極的に図るための設備等を導入する中小企業者及び組合の事業資金 （10）省エネ・リサイクル・環境 ISO構築等支援資金改
善
資
金

地
球
環
境

地球環境改善を積極的に図るための設備等の研究開発及び製品化を行う中小企業者
及び組合の事業資金（11）環境産業支援資金

健康・福祉・シルバー関連産業を営む中小企業者及び組合の事業資金 （12）シルバー関連産業等支援資金支
援
資
金

健
康
福
祉 「岐阜県福祉のまちづくり条例」に定める整備基準に沿い、高齢者・障害者に配慮

した施設整備を行う中小企業者及び組合の事業資金（13）福祉のまちづくり支援資金

３　創業・新事業展開支援資金

ベンチャービジネス等の新規開業及び事業拡大等を図るために必要な事業資金 （14）ベンチャー企業等支援資金

女性・中高齢（45歳以上）者が新たに事業を開始するために必要な事業資金 （15）女性・中高齢起業家支援資金

経営資源を活用した新たな事業展開、新分野進出及び事業転換、国際的事業展開を
行う中小企業者及び組合の事業資金
＊新たな事業展開を行う者は中小企業経営革新支援法又は産業活力再生特別措置
法に基づく知事の認定が必要

 （16）経営革新等企業再生支援資金

ハイテク分野の研究開発、企業化及びハイタッチ分野のデザイン委託開発、イベン
ト参加、地域振興計画に沿ったスポーツ・レジャー施設整備、PL法対策を行う中
小企業者及び組合の事業資金

  （17）ハイテク・ハイタッチ産業育成資金

４　経済変動対策資金

経済的環境の変化による業況悪化（売上減少・欠損等）に対応して経営の安定を図
る中小企業者及び組合の事業資金 （18）経済変動対策資金

地震・豪雨等の災害により被害を受けた中小企業者及び組合の事業復旧のために必
要な事業資金 （19）災害復旧資金

５　同和地区小規模事業資金

同和地区小規模事業者及び同和組合の経営安定に必要な事業資金通常

 （20）同和地区小規模事業資金
同和地区小規模事業者の経営安定に必要な短期事業資金
（通常資金との重複借入れは認めない）短期

６　中小企業体質強化資金

最近 1年間の売上が前年同期比 10％以上減少かつ別に定める要件に該当する中小
企業者の経営安定に必要な事業資金 （21）経営安定対策資金

共同生産、共同販売等組合の共同事業に必要な事業資金 （22）組合共同事業推進資金

技術又は事業の新規性を有し、かつ地域活性化要件を満たす事業を行う中小企業者
及び組合の事業資金 （23）フロンティア企業育成資金
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海 外 駐 在 員 レ ポ ー ト

ユタ シリコンバレー アライアンス
岐阜県ユタ州駐在員　久　野　　茂　之

遺伝子研究を行っているハンツマン癌研究所（ユタ大学リサーチパーク）

●アメリカハイテク企業の集中について
　アメリカの地域別ハイテク企業数統計によると、ア
メリカハイテク企業の大多数は、フェアファックスな
どのワシントンＤＣ周辺地域と、サンノゼ周辺のシリ
コンバレー地域へ集中している。それらの地域へハ
イテク関連企業が集中するのは、通信インフラが整
備されており、優秀な技術者やベンチャーキャピタ
ルが多いなど、新興企業が成長しやすい環境が
整っているからだと言われてきた。
　しかし、これだけ急成長し集中化が進むと、いわ
ゆる集中することによる「メリット」よりも「デメリット」の
方が目立つようになってきている。２時間以上かか
る通勤時間、マンハッタンを凌ぐ事務所経費、高騰
する一方の人件費などである。
●ユタ シリコンバレー アライアンスについて

　実際にシリコンバレーからは地価や人件費の高
騰を理由にシリコンバレーから拠点を移す企業が目
立ってきている。その多くの企業はシアトルやバン
クーバーへ移転しているが、ユタ州では、シリコンバ
レーから拠点を移す企業を取り込むためににアライ
アンスを設立している。「ユタ シリコンバレー アライ
アンス」である。いわゆる企業誘致を行うためのアラ
イアンスだが、「快適な生活環境」を全面に打ち出し
ているのが大きな特徴となっている。

●何故、ユタなのか
　シリコンバレーからの移転先がどうしてユタなの
か。
ユタ州の利点としてよく言われているのが、ＢＹＵ

やユタ大学からの優秀な
人材が多数供給されて
いることや、通勤時間の
短さである。マイク・レー
ビット州知事はこの点を
最も強調している。州知
事曰く、「ソルトレイクシ
ティからシリコンバレーま
で飛行機で１時間３０分、
これはシリコンバレーで渋滞の中で過ごす時間より
も短いはずだ。しかもソルトレイクシティ市内に関し
ても渋滞とは無縁である。」
　また事務所、家など不動産なども大変安く、３,０００
万円も出せば郊外に広いプール付きの一軒家を購
入することが出来るし、アメリカで最も重要視される
「治安」という点に関しても新聞社の調査で常に上
位にランクされるなど折り紙付きである。

●ユタ州のハイテク産業の現状
  一昔前は、ユタ州のＩＴ産業のことを形容して、
「第２のシリコンバレー」と呼んでいたが、往事を支
えたネットワーク関連企業やシミュレーションの企業
の収益は今それほど伸びていない。
　現在、ユタ州で注目されているのは、医療やバイ
オに関する解析事業である。
元々、ユタ大学は世界で始めて人工心臓の移植手
術を実施した大学でもあり、医学関係の研究開発が
盛んである。また起業に関しても西部のパイオニア
精神が多分に残っているため、教授が大学からス
ピンアウトして起業するケースが多い。
　特に今注目されているのは、ゲノム（遺伝情報）を
利用しての医薬品開発であり、ユタ大学リサーチ
パークでは、ゲノムを利用した研究開発拠点の新
設・増設が相次いでいる。

●最後に
　「ユタ シリコンバレー アライアンス」では、マイク・
レービット州知事が直接陣頭指揮を執り、毎月、知
事自身がシリコンバレーを訪問するなどトップ外交
を繰り広げている。その成果もあり、先般、半導体大
手の「インテル」がユタ州内に８,０００人規模の開発
拠点を建設すると発表した。
　ユタのハイテク産業は「第２のシリコンバレー」と
呼ばれていた時代から、新たな成長過程へ移行し
ているようである。
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県内中小企業主要業種の景気動向
（3月末調査）

表の見方：売上～景況感：○好転・増加　△変わらず　▲悪化・減少

3月景況調査

製
品
、
機
械
関
係
、

小
売
業
、
運
輸
業
で

あ
り
、
繊
維
・
同
製

品
、
金
属
製
品
等
、

商
店
街
、サ
ー
ビ
ズ
業

は
依
然
悪
化
が
続
い

景
況
感
、再
び
悪
化

売
上
増
加
で
も
収
益
悪
化

　

中
央
会
が
主
要
業
種
八
十
五
組
合
を
対

象
に
ま
と
め
た『
三
月
の
特
色
』と『
六
月
ま
で

の
景
況
の
見
通
し
』は
次
の
と
お
り
。

　
〔
三
月
の
特
色
〕
組
合
か
ら
見
た
県
内
中

小
企
業
の
特
色
は
①
季
節
需
要
が
低
調
推

移
②
景
況
感
悪
化
、
再
び
拡
大
―
と
な
っ
て
い

る
。

　

三
月
の
Ｄ
Ｉ
値
は
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト
で
、

32

前
月
の
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト
に
対
し
4
ポ
イ
ン

28

ト
の
悪
化
と
な
っ
て
い
る
。

　

業
種
別
で
は
、前
月
比
横
這
い
は
木
材
・
木

て
い
る
。

　

売
上
増
加
業
種
で
も
、
収
益
悪
化
、
販
売
価
格

の
下
降
に
よ
り
景
況
感
低
迷
の
業
種
が
少
な
く
な

く
、不
況
の
深
刻
さ
、複
雑
さ
が
窺
え
る
。

　
〔
六
月
ま
で
の
見
通
し
〕
六
月
ま
で
の
景
気
動
向

予
想
は
Ｄ
Ｉ
値
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト
で
、
当
月
実

46

績
に
対
し
大
幅
な
悪
化
予
想
と
な
っ
て
い
る
。

　

例
年
に
比
べ
悪
化
予
想
業
種
が
多
く
、
前
月
に

続
き
景
況
悪
化
業
種
が
拡
大
す
る
予
想
。
ま
た
、

売
上
・
収
益
動
向
に
つ
い
て
も
、悪
化
が
さ
ら
に
強
ま

る
予
想
が
見
ら
れ
る
。

見

通

し

景

況

感

収
益
状
況

受　
　

注

売　
　

上

調査項目

業　　種

→▲△△△プ ラ ス チ ッ ク
→▲▲▲▲陶 磁 器 （ 工 業 ）
→△△△△陶 磁 器 （ 輸 出 ）
→△△▲△タ イ ル
→△△△△窯 業 原 料
→△△△△耐 火 れ ん が
→▲▲○○石　 　 灰
→△△○○生　 コ　 ン
→△△○○砂 利 生 産
→△○○○砕 石 生 産
→△△▲▲鋳　 　 物
→▲▲▲▲刃物等金属製品 （輸出） 
→▲▲▲▲刃物等金属製品 （内需） 
→▲△△△メ　 ッ　 キ
→△△△△機 械 金 属
→▲▲▲▲金　 　 型

→△○○○機械工具・工作機械
→△△○○電 気 機 械 器 具
→△○○○輸 送 機 器
→△△○○各種物産品（観　 光）
→▲▲▲△各種物産品（ギフト）
→▲▲▲▲陶　 磁　 器
→△△△△総 合 卸 売 業
→△△△△青　 　 果
→△△△△水　 産　 物
→○○○○家 電 機 器 販 売

→△△○○メ ガ ネ 販 売
－－－－－中 古 自 動 車 販 売

見

通

し

景

況

感

収
益
状
況

受　
　

注

売　
　

上

調査項目

業　　種

→△△○○味 噌 ・ 醤 油
→△△△△豆 腐 製 造
→△▲▲▲食 肉 （ 国 産 ）
→▲▲△△菓　 　 子
→△△○○米　 　 菓
→▲▲△○酒　 　 造
→△○○○米　 　 穀
→△△△△ね　 ん　 糸
→△▲△○織 物 染 色
→▲△△○ニ ッ ト 工 業
→▲△△△毛　 織　 物
→△△△△合 成 繊 維 織 物
→▲▲▲▲ニ ッ ト 雑 貨
→△△▲▲靴　 　 下
→▲△△○メ ン ズ ア パ レ ル
→▲▲△△婦 人 ・ 子 供 服
→▲▲△△縫　 　 製
→▲△▲○製　 　 材
→△△○△銘　 　 木
→△△△△集　 成　 材
→△△○○家 具 （ 美 濃 ）
→△△○○家 具 （ 飛 騨 ）
→△△△△東 濃 ひ の き
→△△○○家　 庭　 紙
→△▲△△特　 殊　 紙
→▲▲▲▲紙　 加　 工
→△△○○印　 　 刷

見

通

し

景

況

感

収
益
状
況

受　
　

注

売　
　

上

調査項目

業　　種

→△△△△石 油 製 品 販 売
→▲▲△△共 同 店 舗
→▲▲▲▲岐 阜 市 商 店 街
→△▲△○大 垣 市 商 店 街
→△△○○多 治 見 市 商 店 街
→△△△○恵 那 市 商 店 街
→▲▲▲▲高 山 市 商 店 街
→△△▲▲車 体 整 備
－－－－－タ イ ヤ 整 備
→△△△○長 良 川 畔 旅 館
→△△○○下 呂 温 泉 旅 館
→▲△△△高 山 旅 館
→▲△△△ク リ ー ニ ン グ
→▲▲○△広 告 美 術
→△△○○情 報 サ ー ビ ス 業
→▲△△○映 像 制 作
→△△△△飲　 食　 業
→▲▲△▲土 木 （ 岐 阜 ）
→△△△－土 木 （ 飛 騨 ）
→△△△△木 造 建 築
→△△△△鋼 構 造 物
→△△△○電 気 工 事
→△△△△管 設 備 工 事
→△△△△建 築 板 金
→△▲○○建　 　 具
→▲△△△産直住宅（付知地区）
→△△△△貨物運送（岐阜地区）
→△○○○貨 物 運 送 （ 県 域 ）

�
…「
時
短
促
進
法
の
一
部
改
正
法
」に
伴
う
新
助
成
制
度（
長
期
休
暇
制
度
基
盤
整
備
助
成
金
ほ
か
）の
創
設
。【
厚
生
労
働
省
】

お
問
い
合
わ
せ
は
調
査
労
働
チ
ー
ム　

〇
五
八（
二
七
七
）一
一
〇
三
ま
で
。
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◆修正項目◆　　※　修正事項の□にチェックし、新（変更後）のみ記入して下さい。

組合データ修正票（届出）

組 合 等 名

組 合 等 名

〒住所（登記上）

〒住所（連絡先）

F A XT E L

平成　　年　　月　　日就任年月日代 表 理 事 名

平成　　年　　月　　日就任年月日現　員　　　　　　人理 事 数

平成　　年　　月　　日就任年月日現　員　　　　　　人監 事 数

　　　　　　　　　月決 算 月　　　　　　　　　人組 合 員 数

パート男女　　　　　人常用男女　　　　　人専従役員　　　　　人事 務 局 構 成

氏　　名役　職　　　　　　　事 務 局 責 任 者

組 合 の 地 区

1.独立所有　　　2.独立借用　　　3.他団体同居　　　4.理事宅事務所設置形態

1.全　　額　　　2.簿　　価　　　3.出　資　額持 分 払 戻 方 法

　　　　　　　　　　　円出 資 総 額出資1口　　　　　　　　円出 資 金

※　定款変更に関わるものについては、定款変更認可申請書の新旧対照表を添付して下さい。
※　ご記入に際しましては当ページをコピーの上、FAX又は郵送にてお送り下さい。

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

�

�

�

�

����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �

　中央会では『中小企業組合情報センターシステム』の情報整備を進めております。このた

め、代表理事の変更、出資総額の変更等が生じた場合、上記の『組合データ修正票』に、変

更が生じました項目だけをご記入頂き、本会までご送付下さいますようお願い致します。

　また、決算関係書類や役員変更届等につきましても、併せてご送付下さいますようご協力

をお願い致します。

　【送付先・問い合わせ先】
　 岐阜県中小企業団体中央会・組織指導チーム、情報企画チーム
　　 〒 500―8384　岐阜市薮田南5丁目14番 53号（県民ふれあい会館12階）
　　　　　　　　　　　　TEL 058―277―1102・1104
　　　　　　　　　　　　FAX 058―273―3930（郵送でも可）



た
め
の
取
り
組
み
�
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・

ア
ク
シ
ョ
ン
�（
積
極
的
改
善
措
置
）

に
つ
い
て
、
そ
の
具
体
的
な
取
り
組

会
館
）

　

日　

中
央
会
・
表
彰
選
考
委
員
会

27（
ふ
れ
あ
い
会
館
）

　
 
岐
阜
愛
知
新
首
都
推
進
協
議
会

（
岐
阜
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
ホ
テ
ル
）

管
理
調
整
チ
ー
ム

組
織
指
導
チ
ー
ム

広
報
振
興
チ
ー
ム

情
報
企
画
チ
ー
ム

調
査
労
働
チ
ー
ム

東
濃
支
所
、
飛
騨
支
所

総
会（
ホ
テ
ル
パ
ー
ク
）

　

日　

中
央
会
理
事
会（
ふ
れ
あ
い

24

�
�
�
�
�
�
�
��
�
�
�
�

　

こ
の
た
び
、『
春
の
叙
勲
・
褒
章
』及

び『
県
各
界
功
労
者
』を
受
章
さ
れ

た
中
央
会
関
係
者
を
紹
介
し
ま
す
。

　
《
叙　

勲
》

【
勲
四
等
瑞
宝
章
・
中
小
企
業
振
興

功
労
・
地
方
自
治
功
労
】

　

▽
辻　

正
氏
＝
県
中
小
企
業
団

体
中
央
会
・
会
長（
岐
阜
流
通
セ
ン

タ
ー
協
同
組
合
連
合
会
・
会
長
）

【
同
・
中
小
企
業
振
興
功
労
】

　

▽
大
鹿
洪
司
氏
＝
県
印
刷
工
業
組

合
・
理
事
長（
中
央
会
・
常
任
理
事
）

【
勲
四
等
瑞
宝
章
・
納
税
功
労
】

　

▽
澤
田
榮
治
氏
＝
マ
ル
エ
イ
グ

ル
ー
プ
協
同
組
合
・
理
事
長

【
勲
四
等
瑞
宝
章
・
地
方
自
治
功
労
】

　

▽
古
田
春
三
氏
＝
旭
ヶ
丘
シ 
ョ 
ッ 
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
協
同
組
合
・
元
理
事
長

【
勲
五
等
双
光
旭
日
章
・
調
停
委
員

功
労
・
環
境
衛
生
功
労
】

　

▽
平
井
照
二
氏
＝
県
料
理
生
活

衛
生
同
業
組
合
・
理
事
長

【
勲
五
等
瑞
宝
章
・
中
小
企
業
振
興

功
労
】

み
を
わ
か
り
易
く
紹
介
し
ま
す
。

　

▽
日
時　

六
月
二
十
日　

十
三

（水）

時
三
十
分
か
ら
十
六
時

　

▽
場
所　
「
サ
ン
ピ
ア
岐
阜
」
乗

鞍
の
間

　

▽
内
容　

基
調
講
演
（「
経
営
戦

略
と
し
て
の
均
等
法
、
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
」
東
京
大
学
社
会

科
学
研
究
所
教
授　

佐
藤
博
樹
氏
）

及
び
事
例
発
表

　

参
加
費
は
無
料
で
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
は
、【
岐

阜
県
雇
用
労
働
課　

〇
五
八
（
二
七

二
）
六
四
七
二
】
又
は　
　

世
紀
職

（財）
２１

業
財
団
岐
阜
事
務
所　

〇
五
八
（
二

六
六
）
五
〇
三
一
】
ま
で
。
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岐
阜
県
と　
　

世
紀
職
業
財
団

（財）
２１

岐
阜
事
務
所
他
は
、
事
業
主
や
企
業

の
労
務
担
当
者
、
男
女
労
働
者
を
対

象
と
し
て
「
D
O
！ 
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・

ア
ク
シ
ョ
ン
―
男
女
均
等
な
職
場

を
目
指
し
て
―
」
を
テ
ー
マ
に
『
男

女
雇
用
機
会
均
等
セ
ミ
ナ
ー
』
を
開

催
し
ま
す
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
男
女
労
働
者

の
間
に
生
じ
て
い
る
格
差
解
消
の

�
…『
世
紀
を
こ
え
て「
安
全
第
一
」め
ざ
そ
う
職
場
の
危
険
ゼ
ロ
』七
月
一
日
か
ら
七
日
は
労
働
災
害
防
止
の
た
め
の
全
国
安
全
週
間
で
す
。【
厚
生
労
働

『
雇
用
機
会
セ
ミ
ナ
ー
』の
ご
案
内

〜
主
催
・
県
、　
　

世
紀
職
業
財
団
他
〜

（財）
21

　

▽
掛
札　

弘
氏
＝
岐
阜
婦
人
子

供
服
工
業
組
合
・
元
副
理
事
長

　
《
褒　

章
》

【
藍
綬
褒
章
・
環
境
衛
生
功
績
】

　

▽
山
岡
常
男
氏
＝
県
旅
館
生
活

衛
生
同
業
組
合
・
理
事
長

【
黄
綬
褒
章
・
業
務
精
励
】

　

▽
安
江
政
弘
氏
＝
県
米
菓
工
業

協
同
組
合
・
元
理
事
長（
中
央
会
・
相

談
役
）▽
越
智
昭
夫
氏
＝
県
商
店
街

振
興
組
合
連
合
会
・
理
事
長（
中
央

会
・
常
任
理
事
）▽
杉
浦
匡
介
氏
＝
県

電
気
工
事
業
工
業
組
合
・
副
理
事
長

　
《
県
各
界
功
労
者
》（
知
事
表
彰
）

【
社
会
福
祉
関
係
】

　

▽
岩
田
仲
雄
氏
＝
県
毛
織
工
業

協
同
組
合
・
理
事
長（
中
央
会
・
常
任

理
事
）

【
産
業
経
済
関
係
】

　

▽
川
島
秀
雄
氏
＝
県
繊
維
協
会
・

会
長（
中
央
会
・
相
談
役
）▽
松
尾
圭

造
氏
＝
岐
阜
生
花
市
場
協
同
組
合
・

理
事
長（
中
央
会
・
理
事
）▽
飯
尾　

寛
氏
＝
県
印
刷
工
業
組
合
・
専
務
理

事
▽
松
島
善
吉
氏
＝
東
濃
建
設
業

協
同
組
合
・
理
事
長
▽
青
木
貞
夫
氏

＝
県
既
製
服
縫
製
工
業
組
合
・
理
事

長（
中
央
会
・
常
任
理
事
）

　
〈
四
月
中
〉

　

日　

Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
協

11
会
第
1
回
理
事
会（
東
京
都
）

　

日　

雇
用
労
働
連
絡
会
議（
グ
ラ

18
ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐
山
）

　

日　

第　

回
青
年
中
央
会
通
常

23

27

『
求
人
取
扱
説
明
会
』の
ご
案
内

〜
主
催
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岐
阜
〜

　

平
成
十
四
年
三
月
の
新
規
学
校

卒
業
予
定
者
対
象
求
人
に
つ
い
て

は
、
大
卒
等
が
三
月
一
日
か
ら
、
高

校
卒
が
六
月
二
十
日
か
ら
受
理
開

始
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

岐
阜
で
は
、
事
業
主
を
対
象
と
し
た

新
規
学
校
卒
業
予
定
者
の
求
人
募

集
・
選
考
・
採
用
に
つ
い
て
『
平
成

十
四
年
三
月
新
規
学
校
卒
業
者
求

人
取
扱
説
明
会
』
を
開
催
し
ま
す
。

　

▽
日
時　
【
第
一
回
】
六
月
六
日

（
水
）
十
三
時
三
十
分
か
ら
十
五
時

三
十
分
、【
第
二
回
】六
月
七
日（
木
）

十
時
か
ら
十
二
時　

※
両
日
と
も

同
じ
内
容
で
す
。

　

▽
場
所　
「
長
良
川
国
際
会
議

場
」
四
階 
大
会
議
室　

※
公
共
交

通
機
関
を
ご
利
用
下
さ
い
。

　

▽
内
容　

平
成
十
四
年
三
月
新

規
学
卒
者
の
求
人
募
集
・
選
考
・
採

用
に
つ
い
て　

他

　

お
問
い
合
わ
せ
等
は
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
岐
阜 
学
卒
係
【
〇
五
八
（
二

四
七
）
九
八
九
二
】
ま
で
。


